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　仕事に対する問題意識を常に持ち続け行動してきた木村
さんは、数々の職場での多くの体験から、どんな状況でも

いうことを実感。その後、心理カウンセリングやコーチング
を学び、現在、
ち上げ、さまざまな活動をしています。　　

共感コーディネーター

木村 亜希子さん

共感コーディネーターとは、どのような仕事ですか。
　私は、
間と作りました。茨木市立男女共生センターローズＷＡＭ
では、女性のチャレンジ応援事業の講師として、自分自身
の経験を交え、仕事に対する考え方やより良い職場の人間
関係などについて話させていただきました。
　講座では、こちらが一方的に話をするのではなく、参加
者同士も交流して、それぞれの思いを語り合い、皆が似た
ような思いを持っているのだということを感じていただき
ました。重かった気持ちがふっと軽くなり、その気持ちが
安心となり、前へと踏み出す一歩につながる、そのような
場をどんどん提供していきたいと思っています。それが、
今、私が広めようとしている共感コーディネーターという
仕事です。

就職難といわれる昨今、面接において、自分をどのように
アピールすればよいのでしょうか。
　私は、３５歳まではさまざまな会社でたくさんの経験を
しようと思い、大手企業や中小企業で働いてきました。そ
の経験から、面接では、自分の気持ちをきちっと伝えるこ
とが最も重要だと思います。働くことに対して自分はどん
な考えを持っているのか、その企業で、自分は何をしたい
のかを明確に話すことです。そうすれば、たとえ、その業
種が未経験でも、決して不利にはならないと思います。面
接では、緊張して自分を出し切れないという人がいますが、
訓練次第でいくらでも手際よく自分をアピールすることが
できます。自分の軸をぶらさずに話すことができれば、こ
の人は使えると思ってもらえるのです。　
  現在は、就職難とは言うものの、中小企業では人材を求
めています。会社の規模を気にするよりも、自分はいった
いどんな仕事がしたいのかを考えることが大切です。好き
な仕事が自分の天職になることほど素晴らしいことはあり
ませんから。
　また、転職するか、今の会社にいるかで悩むことがある
かと思いますが、どちらにしても腹を据えることが肝心で
す。起ってもいない未来に不安を感じるより、前にある一
つひとつのことにしっかりと取り組みましょう。

　フート気功を一言で表すなら、『心と体をひとつにす
る気功』です。インドでも古くから伝わる、エネルギー
のポイント・チャクラを調整していく気功法で、丹
田呼吸法を基本として、体をゆるめる気功、立ち気功、
動気功など基本的な気功を行っています。健康目的の
気功ではありませんが、コツコツ続けていくと、人間
が本来持っている感性が開かれ、自分自身の気
（エネルギー）がどんな状態であるのかがわかってき
ます。また、目に見えないエネルギーと体とのつなが
りもわかってくるので、健康維持にも適しているとい
えるでしょう。
　「気功は初めて」というメンバーがほとんどの
スタートから１０年。そのすごさ、楽しさを実感した
メンバーが家族や友人、知人へと広げて、サークルの
輪は茨木から関西各地へと広がりました。その数は約
４００人になり、子どもから高齢者まで多くの方が楽
しんでいます。
　日々の疲れやストレスを持ち越さず、心身のバランス
がとれた毎日を過ごせることはとても幸せなことです。
何より、不安や迷いがなく、スッキリとした心を目指
す輪が広がっていくことは、私たちの希望でもあり
ます。
　茨木市の施設（体育館、生涯学習センター、市民会
館、コミュニティセンターなど）で昼や夜間に行って
いますので、関心のある方はぜひ体験してみてくださ
い。連絡をお待ちしています。
　

　「木づくりの会」は、生涯学習センターきらめき講
座の木工教室を修了した１１人が作品づくりを続けよう
と、平成１９年（２００７年）に発足しました。その後、
同じように講座を修了した人も加わり、現在、１６人で
毎週月曜日、午前９時から１２時まで、生涯学習
センターきらめきの工芸室で活動しています。
　作品はアクセサリーや箸などの小さいものから、時
計、いす、テーブル、ベンチとさまざまで、それぞれ
が作りたいものを作っています。とは言え、道具や機
械は刃が多く、扱いに気をつけなければならないので、
無理をせず安全をモットーに製作しています。また、
作品の完成時には発表と批評も行い、次につながる場
となるようにしています。月に１度は、きらめき講座
の録澤先生にお願いし指導、助言をいただいています。
　昨年の６月には、ほかの木工グループと共同で展示
会を行い、多くの刺激を受けました。１２月には、きら
めきフェスタで作品を発表したり、小学生が体験でき
る「木のオモチャづくり」を開催したりしました。
　無垢材は木目、色合い、堅さ、温かみなどがある反
面、割れや反り、節などで加工しにくいことがありま
すが、思い通りに仕上ったときはとても嬉しいもので
す。 。作品を眺めて独り悦に入る
ことがしばしばです。これからも悪戦苦闘は続きます
が、作品が作り手より長く生き、汚れや傷も味となって
使用され続ければ最高です。木の持つ美しさ、力強さ、
優しさ、温かさを見てください。

仕事などで疲れたときの対処法や落ち込んでいる人への接
し方を教えてください。 　
　たとえ、５分でも「少し休もう」と思うことが大切です。
疲れたまま仕事を続けると、どんどん自分をすり減らして
いきます。また、あまり「自分が、自分が」と思わないこ
とです。もう少し、周りの人を信じてみてはいかがですか。
　もし、自分の近くに疲れている人がいたら、そっとフォロー
をしてあげましょう。声をかけるとかやさしい視線を向け
るとかだけでもいいのです。「あなたをほったらかしにし
ていないよ」という雰囲気を伝えることが大切です。

とかく、職場などの人間関係はわずらわしいと思われがち
ですが、人との関わりを有意義なものにするには、どのよ
うな心がけを持てばいいのでしょう。
　人は皆、さまざまなことを抱えながら、精一杯生きてい
るということを思えば、人との接し方も変わってきます。
自分自身も、いろいろな人から受け入れてもらっていると
いうことを覚えておきましょう。
　会社で苦手な上司がいたとしても、その行動をよく見て
みると、その上司のおかげで助かっているという部分が少
なからずあるものです。少し違う方向から人を見たり考え
たりしてみると、心が広くなり、いろいろな人と話すこと
が楽しくなっていきます。
　　　　　　
木村さんが目指すものは何ですか。
　最近は、仕事や職場の人間関係だけでなく、さまざまな
問題で、疲れ果てている人が増えています。その人たちが
病気になる前に、少しでも心の負担が軽くなるように
サポートができればと思っています。
　そのためには、１対１のカウンセリングだけでなく、た
くさんの人の中の一人として、楽に話を聞くことができ、
ほかの参加者とも交流ができる講座をどんどん開いていき
たいと思います。
　世の中には情報があふれています。それらに振り回され
てついつい自分をマイナスに見がちです。しかし、マイナス
だと思っている部分も、見方によってはプラスになるとい
うことを知っていただきたいですね。　
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